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目的 
• 地域、職種、チームごとに分散している取組を集約し、とくに

発災後1か月間の要援護者支援と保健医療衛生にかかる災
害対応マニュアルの標準指針案を策定する。 
 

• 各種の実践的ツール（アセスメントシート、チェックリスト、各
種標準手順と各種用具、調査票など）を整備する。 
 

• 災害時に共有できるよう、情報サイトを整備する。 
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災害保健医療マニュアル調整会議の開催 
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公開されている災害対応マニュアルの集積 
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• 保健医療に関する170学会団体のウェブサイ
トを調査 
– マニュアル 19件 
– ガイドライン 24件 
– 報告書・論文 51件 
– 提言 5件 
– 情報提供ウェブサイト 9件 



国立保健医療科学院による情報提供 
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研究成果と展望 
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成果 
1. 東日本大震災で直面した問題と教訓の多角的分析 
2. 国内外の参考資料の収集・分析と有用情報の抽出 
3. 保健医療衛生にかかる災害対応マニュアルの作成を

行っている自治体、機関、団体による合同パネル会議 
4. ワンストップの情報提供サイトの創出 
 
展望 
1. 関連ツールの標準モジュール化 
2. 時間軸ごと（発災後3日、1週間、1か月）の基本指針案の

策定 
3. 自治体と主要関係機関・団体との調整 
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